
  
 

一

 
 

 

防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国
土
強
靱
化
基
本
法
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国
土
強
靱
化
基
本
法
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

強
く
し
な
や
か
な
国
民
生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
の
防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国
土
強
靱
化
基
本
法 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

「
前
文 

 

目
次
中
「
第
一
章 

総
則
（
第
一
条
―
第
七
条
）
」
を 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

第
一
章 

総
則
（
第
一
条
―
第
七
条
）
」 

 
 

目
次
の
次
に
前
文
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

我
が
国
は
、
地
理
的
及
び
自
然
的
な
特
性
か
ら
、
多
く
の
大
規
模
自
然
災
害
等
に
よ
る
被
害
を
受
け
、
自
然
の
猛
威
は
想
像

を
超
え
る
悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
我
々
は
、
東
日
本
大
震
災
の
際
、
改
め
て
自
然
の
猛
威
の
前
に
立
ち
尽
く
す
と

と
も
に
、
そ
の
猛
威
か
ら
は
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。 

 

我
が
国
に
お
い
て
は
、
二
十
一
世
紀
前
半
に
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
大
規
模
な
地
震
が
発
生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

加
え
て
、
首
都
直
下
地
震
、
火
山
の
噴
火
等
に
よ
る
大
規
模
自
然
災
害
等
が
発
生
す
る
お
そ
れ
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

地
震
、
火
山
の
噴
火
等
に
よ
る
大
規
模
自
然
災
害
等
が
連
続
し
て
発
生
す
る
可
能
性
も
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大



 

  
 

二

規
模
自
然
災
害
等
が
想
定
さ
れ
る
最
大
の
規
模
で
発
生
し
た
場
合
、
東
日
本
大
震
災
を
超
え
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
ま
さ

に
国
難
と
も
い
え
る
状
況
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
自
然
の
猛
威
か
ら
目
を
そ
ら
し
て
は
な
ら
ず
、
そ

の
猛
威
に
正
面
か
ら
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
自
然
災
害
等
か
ら
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産

を
保
護
し
、
並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
を
守
る
こ
と
は
、
国
が
果
た
す
べ
き
基
本
的
な
責
任
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

も
っ
と
も
、
様
々
な
災
害
が
多
発
す
る
我
が
国
に
お
い
て
、
求
め
ら
れ
る
事
前
防
災
及
び
減
災
に
係
る
施
策
に
は
限
り
が
な

く
、
他
方
、
当
該
施
策
を
実
施
す
る
た
め
の
財
源
は
限
ら
れ
て
い
る
。
今
す
ぐ
に
で
も
発
生
し
得
る
大
規
模
自
然
災
害
等
に
備

え
て
早
急
に
事
前
防
災
及
び
減
災
に
係
る
施
策
を
進
め
る
た
め
に
は
、
大
規
模
自
然
災
害
等
に
対
す
る
脆ぜ

い

弱
性
を
評
価
し
、
優

先
順
位
を
定
め
、
事
前
に
的
確
な
施
策
を
実
施
し
て
大
規
模
自
然
災
害
等
に
強
い
国
土
及
び
地
域
を
作
る
と
と
も
に
、
自
ら
の

生
命
及
び
生
活
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
地
域
住
民
の
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
大
規
模
自
然
災
害

等
か
ら
国
及
び
国
民
を
守
る
た
め
に
は
、
大
規
模
自
然
災
害
等
の
発
生
か
ら
七
十
二
時
間
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
、

人
員
、
物
資
、
資
金
等
の
資
源
を
、
優
先
順
位
を
付
け
て
大
規
模
か
つ
集
中
的
に
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
事
前
に
備

え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
住
民
、
企
業
、
関
係
団
体
等

も
含
め
て
被
災
状
況
等
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
、
平
時
か
ら
大
規
模
自
然
災
害
等
に
備
え
て
お
く
こ
と
及
び
新
た
な
技
術
革



  
 

三

新
に
基
づ
く
最
先
端
の
技
術
や
装
置
を
活
用
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
加
え
て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
地
域
の
復
旧
復
興
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組
み
、
災
害
に
強
く
し
な
や
か
な
地
域
社
会
を
再
構
築
す
る
こ
と
を
通
じ
て
被

災
地
に
希
望
を
与
え
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
我
が
国
の
こ
の
よ
う
な
大
規
模
自
然
災
害
等
に
備
え
る
取
組
を
諸
外
国
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
競
争
力

の
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
災
害
対
策
の
国
際
的
な
水
準
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
も
、
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
我
が
国

が
果
た
す
べ
き
使
命
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

こ
こ
に
、
強
く
し
な
や
か
な
国
民
生
活
の
実
現
を
図
る
国
土
強
靱じ

ん

化
の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
の
法
律
を
制
定
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
大
規
模
災
害
等
（
以
下
単
に
「
大
規
模

災
害
等
」
と
い
う
。
）
か
ら
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
し
、
並
び
に
大
規
模
災
害
等
の
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済

に
及
ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
」
を
削
り
、
「
大
規
模
災
害
等
に
」
を
「
国
民
生
活
及
び

国
民
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
大
規
模
自
然
災
害
等
（
以
下
単
に
「
大
規
模
自
然
災
害
等
」
と
い
う
。
）

に
」
に
、
「
強
靱じ

ん

な
」
を
「
強
靱
な
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
条
中
「
大
規
模
災
害
等
」
を
「
大
規
模
自
然
災
害
等
」
に
改
め
る
。 



 

  
 

四

 
第
八
条
第
一
号
中
「
整
備
」
の
下
に
「
、
防
災
又
は
減
災
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
又
は
技
術
を
有
す
る
人
材
の
育
成
及
び

確
保
」
を
、
「
防
災
教
育
の
推
進
」
の
下
に
「
、
災
害
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
及
び
知
識
を
伝
承
す
る
活
動
の
推
進
」
を
加
え
、

「
大
規
模
災
害
等
」
を
「
大
規
模
自
然
災
害
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
中
「
大
規
模
災
害
等
」
を

「
大
規
模
自
然
災
害
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。 

 

五 

予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
大
規
模
自
然
災
害
等
が
発
生
し
得
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
施
設
等
の
整
備
に
関
し
な
い
施
策

と
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
施
策
を
組
み
合
わ
せ
た
国
土
強
靱
化
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
を
早
急
に
整
備
す
る
こ
と
。 

 

六 

事
前
防
災
及
び
減
災
の
た
め
の
取
組
は
、
自
助
、
共
助
及
び
公
助
が
適
切
に
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
る

こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、
特
に
重
大
性
又
は
緊
急
性
が
高
い
場
合
に
は
、
国
が
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
。 

 

七 

現
在
の
み
な
ら
ず
将
来
の
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
し
、
並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
を
守
る
た
め

に
実
施
さ
れ
る
べ
き
施
策
に
つ
い
て
は
、
人
口
の
減
少
等
に
起
因
す
る
国
民
の
需
要
の
変
化
、
社
会
資
本
の
老
朽
化
等
を

踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
財
政
資
金
の
効
率
的
な
使
用
に
よ
る
当
該
施
策
の
持
続
的
な
実
施
に
配
慮
し
て
、
そ
の
重
点
化
を

図
る
こ
と
。 

 

第
九
条
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
五
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。 



  
 

五

 
五 

国
土
強
靱
化
の
推
進
を
図
る
上
で
必
要
な
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
大
規
模
自
然
災
害
等
に
対
す
る
脆
弱
性
の
評

価
（
以
下
「
脆
弱
性
評
価
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
。 

 

六 

人
命
を
保
護
す
る
観
点
か
ら
、
土
地
の
合
理
的
な
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
。 

 

七 

科
学
的
知
見
に
基
づ
く
研
究
開
発
の
推
進
及
び
そ
の
成
果
の
普
及
を
図
る
こ
と
。 

 

第
十
七
条
第
一
項
中
「
大
規
模
災
害
等
に
対
す
る
脆ぜ

い

弱
性
の
評
価
（
以
下
「
脆
弱
性
評
価
」
と
い
う
。
）
」
を
「
脆
弱
性
評

価
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、

同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

６ 

本
部
は
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
の
案
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
脆
弱
性
評
価
の
結
果
の
検
証
を
受
け
、
作
成
手
続
に
お

け
る
透
明
性
を
確
保
し
つ
つ
、
公
共
性
、
客
観
性
、
公
平
性
及
び
合
理
性
を
勘
案
し
て
、
実
施
さ
れ
る
べ
き
国
土
強
靱
化
に

関
す
る
施
策
の
優
先
順
位
を
定
め
、
そ
の
重
点
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
十
七
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

脆
弱
性
評
価
は
、
起
き
て
は
な
ら
な
い
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
た
上
で
、
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
、
総
合
的
か
つ
客
観
的

に
行
う
も
の
と
す
る
。 



 

  
 

六

 
第
二
十
六
条
中
「
政
府
は
、
」
の
下
に
「
大
規
模
自
然
災
害
等
へ
の
対
処
に
係
る
事
務
の
総
括
及
び
情
報
の
集
約
に
関
す
る

機
能
の
強
化
の
在
り
方
そ
の
他
の
」
を
加
え
る
。 

 


